
の で困ったときは被害ハクビシン アライグマ
　区内でハクビシンやアライグマの情報
が寄せられています。次の被害で困って
いる方は、お問い合わせください。
● 区内の住宅の天井裏等にハクビシン等
が住み着いている
● ハクビシン等のふん尿等による被害が
ある
● ハクビシン等による果樹等の食害・飼
育動物の殺傷被害がある

※単なる目撃は対象になりません
※ 捕獲以外の追い出しやクリーニング等は対
象になりません
※ わなの見回り、餌の交換、餌代等は住宅等
の所有者負担です

※ 専門業者が現地を確認後、箱わなを設置し
ます

全 身

顔 顔

足跡 足跡全 身

全長：約90～110cm　体重：約３～４kg 全長：約70～90cm　体重：約４～10kg

問合せ 環境課環境推進係　☎内線４８３

▶ 額から鼻まで白い帯模様があ
る
▶ 夜行性で、木登りや電線・ロ
ープ等を渡るのが得意
▶雑食性で、果実等を好む

▶ 目の周りに黒いマスク模様、尾
にリング状のしま模様がある
▶夜行性で、木登り等が得意
▶ 雑食性で、植物質だけではな
く動物質も好む

ハクビシン（成獣の場合） アライグマ（成獣の場合）

問合せ 生活衛生課食品衛生係　☎内線４２８

主な症状 ▶吐き気　▶おう吐　▶腹痛　▶下痢
※おう吐や下痢による脱水にも注意しましょう

感染経路
▶ノロウイルスに汚染された食品
▶ ノロウイルスが含まれる便・おう吐物
に接触した手

予防方法
▶  手洗いの徹底
　 　日常の手洗いを確実に行い、特に調理や食事の
前はしっかりと洗いましょう。手洗いはせっけん
を用いて30秒以上かけて行いましょう。
▶調理をするときの体調管理
　 　調理をする人がノロウイルスに感染しているこ
とで食品が汚染され、食中毒を起こす場合があり
ます。おう吐や下痢等の症状がある方は、食品の
取り扱いを避けましょう。
▶食品の十分な加熱
　 　食品の中心部を85℃以上の温度で90秒以上加
熱しましょう。また、調理器具は、食器用洗剤で
充分に洗浄し、熱湯または塩素系消毒液（右記参
照）で消毒しましょう。

感染を広げないために
▶おう吐物の適切な処理
　 　換気をし、使い捨てのエプロン・二
重の手袋・マスクを着用して、ペーパ
ータオル等で静かに拭き取り、外側の
手袋と一緒にビニール袋に入れて密閉
します。その後、塩素系消毒液でおう
吐物から半径２ｍ程度の床を浸すよう
に消毒します。感染した人が触った可

能性のあるドアノブ等も消毒しましょ
う。処理後は必ずせっけんで手を洗
い、消毒に使用した物も、ビニール袋
に密閉して処分しましょう。
▶衣類・寝具類等の消毒　
　 　付着したおう吐物等を取り除き、塩
素系消毒液に30分以上つけ、ほかの
洗濯物とは別に洗濯しましょう。　　

使用用途 作り方

0.1％消毒液 おう吐物・ふん便で汚れた便座・
床等 水500mlに台所用漂白剤９ml

0.02％消毒液 調理器具・トイレのドアノブ・衣
類等の消毒 水2000mlに台所用漂白剤７ml

※次亜塩素酸ナトリウム６％原液を使用した場合
※各製品の使用方法・使用上の注意を確認したうえで作ってください
※ 詳細は、厚生労働省ホームページ（https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-
kansenshou19/norovirus/）をご覧ください

塩素系消毒液の作り方

ノロウイルノロウイルススにに注意 ＨＡＮＤ
ＳＯＡＰ
ＨＡＮＤ
ＳＯＡＰ

広告内容の問い合わせは各事業所へ広 告
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